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後期常設展案内

人
間
の
生
活
や
文
化
と
深
く
関
わ
り
あ
っ
て
き

た
動
物
は
、
昔
か
ら
、
絵
画
や
工
芸
の
モ
チ
ー
フ

と
し
て
も
さ
か
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

開
催
中
の
後
期
常
設
展
で
は
「
動
物
の
文
様
」

を
テ
ー
マ
に
、
琉
球
を
中
心
と
し
た
漆
器
の
文
様

と
し
て
動
物
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
き

た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

伝
説
の
動
物

動
物
の
中
で
も
特
別
な
力
を
持
つ
と
さ
れ
る

龍
・
鳳
凰
・
獅
子
は
、
琉
球
は
も
ち
ろ
ん
、
琉
球

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国
で
も
実
際
に
目
に

す
る
こ
と
の
な
い
伝
説
的
な
存
在
で
し
た
。

天
に
昇
る
こ
と
の
で
き
る
龍
や
天
下
太
平
を
知

ら
せ
る
鳳
凰
は
、
お
も
に
地
位
や
権
力
を
象
徴
す

る
文
様
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

「
黒
漆
雲
龍
螺
鈿
大
盆
」
に
見
ら
れ
る
５
つ
の
爪

を
持
つ
龍
は
最
も
権
威
が
あ
り
、
中
国
皇
帝
の
象

徴
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
と
同
じ
よ
う

な
図
柄
の
盆
は
、
琉
球
王
府
の
漆
器
製
作
組
織
で

あ
っ
た
貝
摺
奉

行
所
で
17
〜
19

世
紀
に
か
け
て

製
作
さ
れ
、
中

国
皇
帝
へ
献
上

さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
獅
子

の
文
様
は
、
遠

く
西
の
方
に
住

む
ラ
イ
オ
ン
の

2
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平
成
22
年
度
　
後
期
常
設
展

「
動
物
の
文
様
」

姿
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
中
国
に
伝
わ
り
、
生

み
出
さ
れ
た
た
め
、
実
物
と
異
な
る
形
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
勇
ま
し
い
容
姿
か

ら
、
威
厳
の
象
徴
や
魔
除
け
の
文
様
と
し
て
琉
球

や
日
本
の
漆
器
に
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
を
愛
で
る

当
館
所
蔵
の
漆
器
に
見
ら
れ
る
動
物
の
文
様
で
、

一
番
多
い
の
が
鳥
で
す
。
空
を
自
由
に
飛
び
ま
わ

る
鳥
は
人
々
の
憧
れ
で
あ
り
、
そ
の
美
し
い
姿
や

仲
間
と
戯
れ
る
様
子
は
、
い
つ
の
時
代
も
愛
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
特
に
、
中
国
で
さ
か
ん
に
描
か
れ

た
花
鳥
図
は
漆
器
の
文
様
と
し
て
も
好
ま
れ
、
琉

球
を
含
め
た
東
洋
の
広
い
地
域
に
広
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
人
物
の
背
景
に
鳥
を
表
し
た
穏
や
か
な
情

景
、
水
辺
に
鳥
が
集
う
様
子
な
ど
、
琉
球
漆
器
に

表
さ
れ
た
様
々
な
場
面
に
鳥
の
姿
は
見
ら
れ
ま
す
。

に
ぎ
わ
う
動
物
文
様

琉
球
漆
器
に
見
ら
れ
る
動
物
文
様
の
多
く
は
、

説
話
に
由
来
す
る
も
の
や
お
め
で
た
い
意
味
を
持

つ
吉
祥
文
と
し
て
中
国
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
琉
球
で
馴
染
み
の
あ
る
動
物
や
そ
う
で

な
い
動
物
も
文
様
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た

の
で
す
。

例
え
ば
、
虎
は
琉
球
や
日
本
に
は
い
ま
せ
ん
が
、

中
国
や
朝
鮮
半
島
な
ど
か
ら
伝
わ
っ
た
水
墨
画
な

ど
を
参
考
に
、
絵
画
に
描
か
れ
た
り
工
芸
文
様
と

し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
猛
々
し
い
姿

に
は
、
邪
気
を
恐
れ
さ
せ
る
力
が
あ
る
と
信
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
飛
び
回
る
蝙
蝠

こ
う
も
り

に
は

不
吉
な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、
中
国
語
で
は

蝙
蝠
の
「
蝠
」
の
発
音
が
「
福
」
と
通
じ
る
こ
と

か
ら
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
ま
し
た
。
琉
球
で

作
ら
れ
た
「
朱
漆
蝙
蝠
瑞
雲
箔
絵
東
道
盆
」
に
も

そ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

縁
起
の
良
い

意
味
の
あ
る
動

物
文
様
を
漆
器

に
用
い
る
こ
と

で
、
邪
悪
な
も

の
を
退
け
、
幸

運
を
呼
び
寄
せ

た
い
と
い
う
願

い
を
込
め
て
い

た
よ
う
で
す
。

現
代
の
動
物
文
様

一
八
七
九
年
の
琉
球
処
分（
廃
藩
置
県
）に
よ
っ

て
、漆
器
製
作
の
中
心
は
、王
府
の
貝
摺
奉
行
所
か

ら
民
間
工
房
へ
と
移
り
ま
し
た
。
明
治
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
は
、王
国
時
代
の
形
や
文
様
を
受

け
継
ぐ
も
の
に
加
え
、芭
蕉
に
鶏
な
ど
沖
縄
の
動

物
や
植
物
を
取
り
上
げ
た
漆
器
、
日
本
風
の
デ
ザ

イ
ン
や
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
漆
器
が
製
作
さ
れ
ま

し
た
。
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
人
の
好
み
を
取
り
入
れ

た
土
産
品
や
記
念
品
と
し
て
の
漆
器
が
、ま
た
、近

年
で
は
個
性
的
な
表
現
で
動
物
文
様
を
施
し
た
漆

器
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

作
品
に
見
ら
れ
る
動
物
文
様
か
ら
は
、
い
つ
の

世
も
変
わ
ら
な
い
人
々
の
動
物
に
対
す
る
ま
な
ざ

し
や
幸
せ
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い
、
さ
ら
に
は

沖
縄
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
の
流
れ
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
森
根
）

黒漆雲龍螺鈿大盆

朱漆蝙蝠瑞雲箔絵東道盆



自主企画展案内

本
展
覧
会
で
は
、
明
治
〜
現
代
ま
で
の
日
本

の
漆
芸
に
焦
点
を
当
て
、
約
90
件
の
展
示
作
品

を
と
お
し
て
日
本
の
漆
芸
の
美
と
技
、
そ
の
多

様
性
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
の
目
玉
で
あ
る
本
展
覧
会
に
つ
い
て

は
、
前
号
で
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、

関
連
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
案
内

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
　
期
　
平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）

〜
２
月
13
日
（
日
）

観
覧
料：
一
般
600
円
・
大
学
生
400
円

※
20
名
以
上
の
団
体
は
２
割
引

高
校
生
以
下
無
料

関
連
イ
ベ
ン
ト

○
呈
茶
席

日
　
　
時
■
平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時
（
先
着
70
名
）

場
　
　
所
■
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

協
　
　
力
■
浦
添
市
文
化
協
会
　
茶
道
部
会

裏
千
家
　
与
那
嶺
宗
房
社
中

料
　
　
金
■
無
料

内
　
　
容
■
来
館
さ
れ
た
皆
様
を
お
茶
で
お

も
て
な
し
し
ま
す
。

○
講
演
会
「
近
現
代
日
本
の
漆
芸
に
つ
い
て
」

日
　
　
時
■
１
月
22
日（
土
）、
午
後
２
時
よ
り

場
　
　
所
■
美
術
館
講
堂

講
　
　
師
■
諸
山
正
則
（
東
京
国
立
近
代
美

術
館
工
芸
課
主
任
研
究
員
）

対
　
　
象
■
一
般

料
　
　
金
■
無
料

内
　
　
容
■
明
治
〜
現
代
ま
で
の
日
本
の
漆
芸

に
関
し
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
す
。

○
特
別
作
品
解
説
会
１

日
　
　
時
■
１
月
30
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時

場
　
　
所
■
展
示
室
内

講
　
　
師
■
室
瀬
和
美
（
漆
芸
家
、
重
要
無

形
文
化
財
「
蒔
絵
」
保
持
者
）

対
　
　
象
■
一
般

料
　
　
金
■
要
観
覧
料（
半
券
の
提
示
で
入
場
可
）

内
　
　
容
■
展
示
作
品
に
つ
い
て
解
説

○
特
別
作
品
解
説
会
２

日
　
　
時
■
２
月
13
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時

場
　
　
所
■
展
示
室
内

講
　
　
師
■
糸
数
政
次
（
沖
縄
県
工
芸
技
術

支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）

対
　
　
象
■
一
般

料
　
　
金
■
要
観
覧
料（
半
券
の
提
示
で
入
場
可
）

内
　
　
容
■
展
示
作
品
に
つ
い
て
解
説

○
体
験
教
室

日
　
　
時
■
２
月
５
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時
よ
り

講
　
　
師
■
照
喜
名
朝
夫
（
蒔
絵
師
）

対
　
　
象
■
一
般
（
定
員
15
名
）

募
集
期
間
■
１
月
11
日
（
火
）
〜
23
日
（
日
）

応
　
　
募
■
電
話
に
て
受
付
。

応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。

料
　
　
金
■
１
５
０
０
円
程
度

○
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
会

日
　
　
時
■
１
月
16
日（
日
）、１
月
23
日（
日
）、

１
月
29
日（
土
）、２
月
６
日（
日
）、

２
月
11
日（
金
）、

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３
時

料
　
　
金
■
要
観
覧
料

3
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「
美
へ
挑
む
　
う
る
し
の
輝
き

│
近
現
代
日
本
の
漆
芸
│
」
展

松田権六「蒔絵槇に四十雀模様二段卓」

東京国立近代美術館所蔵

柴田是真「烏鷺蒔絵菓子器」

東京国立博物館所蔵



企画展・事業の案内と報告

本
展
は
、
市
内
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学

校
の
各
学
校
単
位
で
選
抜
し
た
児
童
生
徒
の

優
秀
な
作
品
、
約
２
８
０
点
を
一
堂
に
展
示

す
る
展
覧
会
で
す
。

今
年
も
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
各
学

校
か
ら
選
出
さ
れ
、
去
る
11
月
中
旬
に
行
わ

れ
た
審
査
会
で
は
、
市
長
賞
を
は
じ
め
と
す

る
各
賞
の
決
定
に
、
審
査
委
員
の
方
々
も
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

展
示
会
の
開
催
を
重
ね
る
ご
と
に
、
創
造

性
に
溢
れ
、
よ
り
表
現
豊
か
な
作
品
が
出
品

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
小
中
学
生
の
作
品
の
他
、
前
年
に
引

き
続
き
、
基
地
内
キ
ン
ザ
ー
小
学
校
と
市
内

幼
稚
園
児
の
作
品
の
招
待
展
示
も
同
時
開
催

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

会
　
期
　
12
月
15
日
（
水
）
〜
26
日
（
日
）

観
覧
料
　
無
料

世
界
的
に
有
名
な
絵
本
の
祭
典
、「
ブ
ラ

チ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原
画
展
」
が
開
催
さ

れ
る
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
首
都
、
ブ
ラ
チ
ス
ラ

ヴ
ァ
生
ま
れ
の
ド
ゥ
シ
ャ
ン
・
カ
ー
ラ
イ

（
１
９
４
８
〜
）は
東
欧
を
代
表
す
る
絵
本
作

家
と
し
て
世
界
各
国
で
絵
本
を
出
版
し
、
日

本
で
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

大
き
く
見
開
い
た
目
が
特
徴
的
な
登
場
人

物
や
、
繊
細
な
色
調
で
表
現
さ
れ
る
カ
ー
ラ

イ
作
品
は
ど
こ
か
哀
愁
を
漂
わ
せ
な
が
ら
も
、

見
る
人
の
心
を
幻
想
的
な
世
界
へ
と
い
ざ
な

う
不
思
議
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
代
表
作
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ

ス
」
や
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
集
」
を
含
む

絵
本
原
画
、
油
彩
画
、
版
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
原
画
な
ど
２
０
０
点
以
上
を
展
示
し
、

カ
ー
ラ
イ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

カ
ー
ラ
イ
が
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
の
美
術
ア
カ

デ
ミ
ー
で
教
え
た
生
徒
を
中
心
に
、
ブ
ラ
チ

ス
ラ
ヴ
ァ
を
舞
台
に
活
躍
す
る
若
手
作
家
の

挿
絵
原
画
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

色
彩
の
魔
術
師
カ
ー
ラ
イ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
溢
れ
る
創
作
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

会
　
期
　
平
成
23
年
２
月
25
日
（
金
）

〜
４
月
10
日
（
日
）

観
覧
料
　
一
　
般
　
８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

小
中
高
　
５
０
０
円
（
３
０
０
円
）

※（

）内
は
前
売
り
・
20
名
以
上
の
団
体

料
金

主
　
催
　
琉
球
新
報
社

11
月
13
日
の
「
う
る
し
の
日
」
に
ち
な
ん
だ

催
し
と
し
て
、
今
年
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
の
ミ
ニ
展
示
と
、
蒔
絵
体
験
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。

ミ
ニ
展
示
は
「
漆
器
を
な
お
す
」
と
題
し
、

漆
器
の
修
復
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か

を
、
パ
ネ
ル
と
作
品
で
紹
介
し
ま
し
た
。
以
前

修
復
を
行
っ
た
宝
石
箱
の
痛
ん
だ
引
き
出
し
や
、

布
貼
り
替
え
の
工
程
見
本
に
加
え
、
眼
に
す
る

機
会
の
無
い
修
復
の
様
子
の
写
真
に
、
来
館
者

は
興
味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
体
験
教
室
で
は
、
銘
々
皿
に
施
し
た
蒔

絵
で
金
色
の
文
様
が
出
来
上
が
る
と
、
参
加
者

か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
19
日（
金
）に
、い
い
夫
婦
の
日
企
画「
ま
だ

君
に
恋
し
て
る
」と
題
し
、画
家
が
書
い
た
ラ
ブ
レ

タ
ー
の
朗
読
会
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。浦
添
市
在
住
・
在
勤
の
40
歳

以
上
の
夫
婦
15
組
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、参
加
者
は

ラ
ブ
レ
タ
ー
の
内
容
に
「
あ
〜
」
と
い
う
感
心
の

声
や
共
感
の
声
を
響
か
せ
、
ま
た
、
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
心
地
よ
い
音
色
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
し
た
「
絵
手
紙
教
室
」
の
受
講
者
作
品
も
展

示
さ
れ
、
教
室
テ
ー
マ
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
思

い
の
詰
ま
っ
た
作
品
が
会
場
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

4
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い
い
夫
婦
の
日
企
画

■
画
家
が
書
い
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
朗
読
会
と

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

■
第
11
回
浦
添
市

小
中
学
校
美
術
作
品
展

■
ド
ゥ
シ
ャ
ン
・
カ
ー
ラ
イ
展（
仮
称
）

■
う
る
し
の
日

ミ
ニ
展
示
・
蒔
絵
体
験
教
室

マッチ売りの少女
（『アンデルセン童話集より』）2005年
c. Dusan Kallay



教室の報告と予告

今
年
度
の
秋
休
み
子
ど
も
体
験
教
室
で
は
、

「
読
書
の
秋
」
に
ち
な
ん
だ
絵
本
を
使
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
読
み

聞
か
せ
の
時
間
も
含
め
２
時
間
の
長
い
活
動

時
間
に
も
、
集
中
力
を
き
ら
さ
ず
に
、
終
止

夢
中
な
様
子
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
色

ん
な
色
の
色
ん
な
形
の
ネ
リ
ノ
の
友
だ
ち
や

カ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
ら
に
名
前
を
つ

け
た
り
人
格
設
定
を
す
る
な
ど
し
て
楽
し
く

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

○
ま
っ
く
ろ
ネ
リ
ノ
の
友
だ
ち
を
作
ろ
う

（
終
了
報
告
）

内
　
容
■
読
み
聞
か
せ
・
人
形
作
り
・
オ

リ
ジ
ナ
ル
は
が
き
作
り

日
　
時
■
10
月
10
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

対
　
象
■
小
学
生
　
10
名

講
　
師
■
美
術
館
ス
タ
ッ
フ

○
ま
っ
く
ろ
ネ
リ
ノ
の
友
だ
ち
を
作
ろ
う

X
'm
as

バ
ー
ジ
ョ
ン
（
予
定
）

内
　
容
■
読
み
聞
か
せ
・
人
形
作
り
・
オ

リ
ジ
ナ
ル
は
が
き
作
り

日
　
時
■
12
月
19
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

対
　
象
■
小
学
生
　
10
名

参
加
費
■
５
０
０
円
程
度

講
　
師
■
美
術
館
ス
タ
ッ
フ

申
　
込
■
12
月
７
日
（
火
）

〜
12
月
16
日
（
木
）

※
先
着
順
、
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

○
紅
型
教
室
（
終
了
報
告
）

内
　
容
■
古
典
柄
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
制
作
。

期
　
間
■
８
月
14
日
〜
９
月
28
日（
全
12
回
）

講
　
師
■
城
間
　
弘
子
氏
（
紅
型
作
家
）

○
陶
芸
教
室
（
終
了
報
告
）

内
　
容
■
陶
芸
の
技
法
を
学
び
、
陶
器

（
湯
飲
み
・
角
鉢
）
を
制
作
。

期
　
間
■
10
月
26
日
〜
11
月
23
日（
全
９
回
）

講
　
師
■
増
田
　
良
平
氏
（
陶
芸
家
）

○
螺
鈿
教
室
（
予
定
）

内
　
容
■
螺
鈿
の
技
法
を
学
び
、
漆
器
を

制
作
。

期
　
間
■
１
月
14
日
〜
３
月
４
日（
全
15
回
）

対
　
象
■
一
般
（
教
室
未
経
験
者
優
遇
）

定
　
員
■
10
名

参
加
費
■
１
万
円
程
度

講
　
師
■
前
田
　
孝
允

氏
（
漆
芸
家
・

当
館
館
長
）

申
　
込
■
12
月
１
日
（
水
）

〜
12
月
26
日
（
日
）

【
申
込
先
】

〒
９
０
１
│

２
１
０
３

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
１
ー

９
ー

２

浦
添
市
美
術
館
　
実
習
教
室
担
当
係
　
宛

（
０
９
８
）
８
７
９
ー

３
２
１
９

5
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体
験
教
室
の
報
告
と
予
告

実
習
教
室
の
報
告
と
予
告



表 紙 の 言 葉 『黒漆葡萄栗鼠箔絵花形遊具箱』 
くろ うるし ぶ どう り す はく え はな ゆう ぐ ばこ がた 

美術館スケジュール　2010年12月～2011年４月 

琉球王朝文化の華－漆芸― 

■平成22年度後期 

「動物の文様」 

・平成22年10月29日（火）～平成23年４月10日（日） 

 

 

■美術館自主企画 

　・12/15（水）～12/26（日）第11回浦添市小中美術作品展 

　・ 1/15（土）～ 2/13（日）美へ挑む　うるしの輝き 

■その他 

　・12/11（土）・12/12（日）第16回沖縄県中学校総合文化祭 

　・ 1/ 7（金）～１/10（月）第25回浦添工業高校デザイン科 

卒業作品展 

　・ 2/16（水）～ 2/20（日）琉球大学卒業・修了展 

　・ 2/25（金）～ 4/10（日）ドゥシャン・カーライ展（仮称） 

 

 

 

開館時間 
　午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで） 
　＊金曜日は午後7時まで（入館は午後6時30分まで） 
休館日 
  毎週月曜日 
　＊展示替え・年末年始にともなう臨時休館 
　　H22年12/27（月）～H23年1/4（火） 
開館日のお知らせ 
　当美術館の休館日は毎週月曜日となっておりますが、月
曜日が公休日の場合は開館しています。またその際、代休
日は取らずに次週の定期休館日まで連日開館します。どう
ぞお気軽にご来館ください。 

■常設展 

■企画展 

音声ガイドのお知らせ 音声ガイドのお知らせ 
平成22年度 後期常設展「動物の文様」 　 

　当館では、常設展音声ガイドの無料貸出を行ってい
ます。展示されている漆器作品のデザインや文様、そ
の装飾技法や作品の用途などをわかりやすく解説し、
鑑賞の幅を広げてくれます。 
　今回の後期常設展「動物の文様」では、伝説の動物
の龍・獅子・鳳凰や、実在の動物の鳥・牛・象・魚・
蝶など、さまざまな動物の文様が施された漆器作品に
ついてご案内します。 
　音声ガイドの案内により、展示作品をさらにご堪能、
お楽しみください♪ 
 

実習教室発表展のご案内 実習教室発表展のご案内 実習教室発表展のご案内 
　当館では毎年実習教室発表展を開催しています！ 
平成23年４月19日（火）～24日（日）に開催する本展では、
平成22年度に開講した木彫・沈金・紅型・きゅう漆・陶芸・螺
鈿の６教室の受講生作品と講師作品を一堂に紹介。毎年ご好評
頂く各種教室では、専門講師指導のもと、受講生は夢中になっ
て制作をしており、エネルギッシュでユーモアのある展示作品
からは、その楽しさや雰囲気がよく伝わります。 
　本展や当館実習教室に興味のある方は、この機会にぜひお楽
しみ下さい♪ 
 

編集・発行 

〒901-2103　沖縄県浦添市仲間１丁目9－2

Tel : 098-879-3219 
Fax : 098-878-1221 
http://www.city.urasoe.lg.jp/art/

五つの爪を持つ 

龍は中国皇帝の 

シンボルと 

され、大変 

格式の高い 

文様でした。 

　　・・・・・・♪ 

 

 

中に収められている小箱 

　17～18世紀頃に琉球で作られた遊具箱。黒漆の表面
には、箔絵の技法で蔓を伸ばす葡萄の木とユニークな
表情の栗鼠が表されており、文様の一部に色をつける
ことで画面に動きが出ています。中に収められている
５つの小箱には、蓋と同じような文様が一続きの画面
として箔絵技法のみで描かれています。 
　琉球漆器に見られる葡萄栗鼠の文様には、同じよう
な形の栗鼠や葡萄を繰り返し用いて表面全体を埋め尽
くすというパターンのものもありますが、この作品の
場合は一つ一つ描き分けられています。また、一本の
木から自在に伸びる蔓の描写などは、葡萄の木の特徴
をよく捉えています。 

　蔓を広げてたくさんの実をつける葡萄と、多くの子
供を産むとされる栗鼠には子孫繁栄の願いが込められ
ていると考えられており、葡萄栗鼠の文様は琉球漆器
にもよく用いられてきました。この文様は中国をはじめ、
東洋の広い地域で見ることができます。 
　紀元前１世紀頃、葡萄は大陸の西(西域)から中国に
伝えられて栽培されるようになり、唐代には葡萄唐草
の文様が流行しました。12世紀頃になると水墨画にも
葡萄が見られるようになり、中でも禅宗の僧侶日観が
描いた墨葡萄が注目を集めました。のちに栗鼠も描か
れますが、葡萄と栗鼠の組み合わせは明代以降の絵画
や工芸品などに見られます。 
　日本の禅宗寺院にも日観の墨葡萄や日観をまねた葡
萄図が伝わっており、1500年頃には葡萄栗鼠図も描かれ
ました。禅宗に関わらず様々な工芸品や絵画に葡萄栗
鼠が取り上げられるのは、近世に入ってからのことです。 
　中国や日本で見られる葡萄や葡萄栗鼠は、もともと
は禅宗の画僧によって描かれたものでした。琉球でも、
特に16世紀頃は日本の禅宗寺院との交流がさかんでし
た。はっきりしたことは分かっていませんが、葡萄栗
鼠と禅宗文化には何か関係がありそうです。 
　この作品は、来年の４月10日まで常設展示３室で展
示しています。　　　　　　　　　　　　　　　(森根) 
 


